
Ｋ－１８０７の類似物質表 
 

 

化  合  物  名 

(CAS 番号) 
構    造    式 

官報公示
整理番号
(K- 番号)

分 解 度 (％) 

分解

判定

(年)

分配係数 

(log Pow) 

 
LC50 
mg/L 

(ヒメダカ) 

濃 縮 倍 率 

濃縮 

判定 

(年) 

酸化鉛(Ⅱ) 

(1317-36-8) 

 

1-0527 

(K-434)
   

>100 

(48hr) 

 1995 年実施 

1 区(400μg/L)：9.1～24 

2 区(40 μg/L)：<43 

 

脂質含有率  3.5％ 

高濃縮性

ではない 

(1995) 

四三酸化鉛 

(1314-41-6) 

 

1-0527 

(K-436)
   

>10.0 

(48hr) 

 1996 年実施 

1 区(400μg/L)：8.6～237 

2 区(40 μg/L)：<78 

 

脂質含有率  4.0％ 

高濃縮性

ではない 

(1996) 

 2002 年実施 
定常状態における濃縮倍率 

1 区：160 

2 区：210 

硝酸鉛 

(10099-74-8) 

 

1-0488 

(K-1632)
   

16.4 

(96hr) 

脂質含有率
開始前 2.37％ 
終了後 3.21％ 

高濃縮性

ではない 

(2002) 

2-エチルヘキサン酸

鉛塩 

(301-08-6) 

 

2-0615 

(K-1807)

標準(4W) 2007年実施 

BOD  102, 101,  94  (99)
 
水中で速やかに変化し、2-エチル
ヘキサン酸及び不溶性鉛（水にも
有機溶媒にも溶解しない無機の
鉛）が生成した。2-エチルヘキサ
ン酸は微生物により分解され、不
溶性鉛は試験液中に残留した。 

 適用外物質    

 

PbO

Pb3O4

Pb(NO3)2

Pb
O

O

C

C CH(CH2)3CH3

CH(CH2)3CH3

O

O

CH2CH3

CH2CH3
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整理番号 Ｋ－１８０８ （ＮＥＤＯ ３８４，２－１２４７） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

ビス(ジブチルジチオカルバミン酸)ニッケル  (13927-77-0) 事業対象年度  平成１８年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 18.10.23～19. 2.21  試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ１８Ｈ３６Ｎ２ＮｉＳ４ 分子量 ４６７.４５ BOD   3,  4,  2  (3)％     

純 度＊１ 100％ 外 観  緑黄色粉末 

間
 
接   

間

接   

間
 
接   

HPLC  -2, -1, -4  (0)％     

      

不純物（物質名，含有率） 
 

 

試

験

結

果
直
 
接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 
接

  

  

溶解度（対水，その他） 
 

対水 0.134μg/L 以下 

 (カラム溶出法,20℃) 

対クロロホルム  10 g/L 以上 

対アセトニトリル  10 g/L 以上 

融 点 89.2℃ 

審査部会 第 ６８ 回 
 
 １９年１０月２６日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

沸 点  
測定困難 
（250℃以上で分解） 

１－オクタノール／水分配係数 

適用外物質（金属塩） 
判 定  判 定  判 定  

蒸気圧   
1.50×10－５Pa 以下 
（測定温度 80℃） 

比 重＊２ 1.27～1.31 

加水分解性 

 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

測定不可 

用 途＊３ 添加剤（ゴム用） 

生産量＊３（13 年） 製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料    

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 97.1％ 

（汚泥＋被験物質）系 94.1％ 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

3.特記事項 

・分解度の平均値が負の値に算出

されたため、0と表記した。 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 HPLC による。  *2 有機化合物辞典(講談社)による。  *3 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 

SNiSCN
H3CH2CH2CH2C

H3CH2CH2CH2C
C N

CH2CH2CH2CH3

CH2CH2CH2CH3SS
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Ｋ－１８０８の類似物質表 

 

化  合  物  名 

(CAS 番号) 
構    造    式 

官報公示
整理番号
(K- 番号)

分 解 度 (％) 

分解

判定

(年)

分配係数 

(log Pow) 

 
LC50 
mg/L 

(ヒメダカ) 

濃 縮 倍 率 

濃縮 

判定 

(年) 

ジメチルジチオカルバ

ミン酸ナトリウム 

(128-04-1) 

 

2-1249 

(K-926)

 

標準(4W) 1990年実施 

BOD    0,  0,  6  (2) 

HPLC  63, 67, 69 (66) 
 
一部変化し、二硫化炭素及び
ジメチルアミンを生成し、残留
した。 
 

難分解性

(1990)
  

二硫化炭素(難分解、低濃

縮)及びジメチルアミン

良分解)から類推 

高濃縮性

ではない 

(1993) 

ジエチルジチオカルバ

ミド酸亜鉛 

(14324-55-1) 

 

2-1843 

(K-1289)

 

標準(4W) 1998年実施 

BOD    0,  0,  0  (0) 

HPLC  41, 35, 33 (37) 
 
一部変化し、二硫化炭素及び
ジエチルアミンを生成し、残留
した。 
 

難分解性

(1998)
    

ビス(ジブチルジチオ

カルバミン酸)亜鉛 

(136-23-2) 

 

2-2122 

(K-1299)

標準(4W) 1998年実施 

BOD    6,  5,  3  (5) 

HPLC   3,  1,  2  (2) 

難分解性

(1998)
    

ビス(ジブチルジチオ

カルバミン酸)ニッケル 

(13927-77-0) 

 

2-1247 

(K-1808)

標準(4W) 2007年実施 

BOD    3,  4,  2  (3) 

HPLC  -2, -1, -4  (0)* 

 適用外物質    

 * 分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。 

H3C
N

H3C
C
S

S Na

CH3(CH2)3
N C

S
S Zn

CH3(CH2)3

2

C2H5
N

C2H5

C
S

S Zn

2

SCN
H3CH2CH2CH2C

H3CH2CH2CH2C S

2

Ni
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整理番号 Ｋ－８１Ｂ （３－０５０３） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

３－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール (585-34-2) 事業対象年度  平成１６年度 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

 試験期間 16.11.26～17. 4.15 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ１０Ｈ１４Ｏ 分子量 １５０.２２ BOD   0,  0,  0  (0)％     

純 度＊１ 99.9％ 外 観  白色固体 

間
 
接

1 

      

間

接

間
 
接

TOC   0,  0,  0  (0)％     

HPLC   0,  0,  0  (0)％     

不純物＊１（物質名，含有率） 
 

残り 0.1％は不明 

試

験

結

果
直
 
接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 
接

  

溶解度（対水，その他） 
 

対水   1.39 g/L(20℃)

対アセトニトリル  1 g/L 以上 

融 点 43.0℃ 

審査部会 第 ６８ 回 
 
 １９年１０月２６日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

沸 点 241.3℃ 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 2.6 

(HPLC法)＊２ 判 定  判 定  判 定  

蒸 気 圧  1.63×10０ Pa(25℃) 

密 度  

加水分解性 

pH4,7,9 加水分解性なし 

ＬＤ５０
  

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

pKa = 10.12 

（分光光度法） 

用 途＊３ 中間物 

生産量＊３（11 年） 製造及び輸入 10～100ｔ未満 

試 料 購入先 東京化成工業 TCI-GR 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率※

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

OH

C(CH3)3

*1 東京化成工業添付資料による。  *2 溶離液:アセトニトリル／りん酸塩緩衝液(pH7.0)(1/1 V/V)  *3 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 
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2 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１７年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ５．２７ ～ １７． ６． ３ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質
   

 

被験物質
   

第 1 濃度区     第 1 濃度区     

第 2 濃度区     第 2 濃度区     

第 3 濃度区     第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

 日後 日後 日後 日後 日後  日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

1 倍  率 
     

第

1 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

2 倍  率 
     

第

2 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

3 倍  率 
     

第

3 倍  率 
     

審査部会 第 ６８ 回 １９年 １０月 ２６日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
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Ｋ－８１Ｂの類似物質表 

 

化  合  物  名 

(CAS 番号) 
構    造    式 

官報公示
整理番号
(K- 番号)

分 解 度 (％) 

分解

判定

(年)

分配係数 

(log Pow) 

 
LC50 
mg/L 

(ヒメダカ) 

濃 縮 倍 率 

濃縮 

判定 

(年) 

標準(2W) 1975年実施 
BOD  0,   0   (0) 
TOC  5,   3   (4) 
G C  4,   1   (3) 
U V(273nm)  4,   4   (4) ｐ－ｔｅｒｔ－ブチル

フェノール 

(98-54-4) 

 

3-0503 

(K-0081) 逆転(2W) 1975年実施 
BOD  0,   0   (0) 
TOC  2,   0   (1) 
G C  0,   0   (0) 
U V(274nm)  0,   0   (0) 

難分解性

(1975)
1996 年実施 

3.29 

4.0 

(48hr) 

 1976 年実施 

1 区(40mg/L)： 20～43 

2 区( 4mg/L)：<48～88 

 

脂質含有率  － 

高濃縮性

ではない 

(1976) 

３－ｔｅｒｔ－ブチル

フェノール 

(585-34-2) 

 

3-0503 

(K-0081B)

標準(4W) 2005年実施 

BOD    0,  0,  0  (0) 

TOC    0,  0,  0  (0) 

HPLC   0,  0,  0  (0) 

 

2005 年実施 

2.6 

(HPLC 法) 

 分配係数から類推  

ｏ－ｔｅｒｔ－ブチル

フェノール 

(88-18-6) 

 

3-0503 

(K-81C)

標準(4W) 2005年実施 

BOD   -3, -4, -4  (0)* 

TOC   35, 40, 25 (33) 

HPLC  32, 39, 23 (31) 

難分解性

(2007)

2007 年実施 

3.74 

(フラスコ振とう法)

   

 * 分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。 

 

OH

C(CH3)3

OH

C(CH3)3

OH
C(CH3)3
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整理番号 Ｋ－６０６ （４－０３７２） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

１,４－ナフトキノン  (130-15-4) 事業対象年度  平成１７年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 18. 7.25～19. 3.22 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ１０Ｈ６Ｏ２ 分子量 １５８.１５ BOD  -7, -6, -8  (0)％     

純 度＊１ 97.7％（滴定） 外 観  黄色粉末 

間
 
接   

間

接   

間
 
接   

TOC  49, 50, 48 (49)％     

HPLC  90, 93, 87 (90)％     

不純物＊１（物質名，含有率） 
 

残り 2.3%については不明 

試

験

結

果
直
 
接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 
接

  

  

溶解度（対水，その他） 
 

対水 234 mg/L(20℃) 

 （フラスコ法） 

対１－オクタノール 1 g/L 以上 
対メタノール 10 g/L 以上 
対テトラヒドロフラン 10 g/L 以上 

融 点  
120.6～125.5℃ 
（融点範囲） 

審査部会 第 ６８ 回 
 
 １９年１０月２６日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

沸 点  
測定範囲(室温～350℃)で 
沸点は観察されなかった。 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 1.77 

(フラスコ振とう法) 判 定  判 定  判 定  

蒸気圧   4.65×10－２ Pa(25℃) 

比 重＊２ 1.422 

加水分解性 
pH4 加水分解性なし 
pH7,9 測定不可 
 (高分子化するため) 

ＬＤ５０
＊２ 190 mg/kg(oral, rat) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

解離基なし 

用 途＊３ 
アントラキノン製造用原料、医薬品、農薬、脱硫触媒、 
染料中間体の合成原料 

生産量（ 年）  

試 料  購入先 東京化成工業 TCI-EP 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

3.特記事項 

・分解度の平均値が負の値に算出

されたため、0と表記した。 

 

 

・（汚泥＋被験物質）系において

被験物質は、6～11％残留し、溶

解していた 4 種の変化物の生成

率はいずれも 1％未満であっ

た。  
・定性分析の結果、4種の変化物は

被験物質の2～3量体程度の分子

量であったが構造特定には至ら

なかった。  
・試験駅に不溶な変化物は、GPCで

分子量 1000 未満成分が検出され

なかった。 

備 考 
 
 

 

 

*1 東京化成工業添付資料による。  *2 Hazardous Substances Data Bank(U.S. National Library of Medicine)(8/2006)による｡  *3 有機化合物辞典（講談社）による。 

O

O

34



濃縮度試験 事業対象年度  平成１８年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １８． ５．２２ ～ １８． ７． ７ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質
   

 

被験物質
   

第 1 濃度区     第 1 濃度区     

第 2 濃度区     第 2 濃度区     

第 3 濃度区     第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

 日後 日後 日後 日後 日後  日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

1 倍  率 
     

第

1 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

2 倍  率 
     

第

2 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

3 倍  率 
     

第

3 倍  率 
     

審査部会 第 ６８ 回 １９年 １０月 ２６日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
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Ｋ－６０６の類似物質表 

 

化  合  物  名 

(CAS 番号) 
構    造    式 

官報公示
整理番号
(K- 番号)

分 解 度 (％) 

分解

判定

(年)

分配係数 

(log Pow) 

 
LC50 
mg/L 

(ヒメダカ) 

濃 縮 倍 率 

濃縮 

判定 

(年) 

１,４－ナフトキノン 

(130-15-4) 

 

4-0372 

(K-606)

標準(4W) 2007年実施 

BOD   -7, -6, -8  (0)* 

TOC   49, 50, 48 (49) 

HPLC  90, 93, 87 (90) 

 

2006 年実施

1.77 

(フラスコ振とう法)

 分配係数から類推  

２，３－ジクロロ－

１，４－ナフトキノン 

(117-80-6) 

 

4-0378 

(K-270)

標準(2W) 1976年実施 

BOD     0,   0    (0) 

G C     5,   5    (5) 

難分解性

(1977)

2002 年実施

2.83 

(フラスコ振とう法)

 分配係数から類推 

高濃縮性

ではない 

(2002) 

 * 分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。 

O

O

O

O

Cl

Cl
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整理番号 Ｋ－６６３Ｂ （２－０１８４） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

ジデシルジメチルアンモニウムクロリド  (7173-51-5) 事業対象年度  平成１８年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 18.11. 6～19. 3.12 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ２２Ｈ４８ＣｌＮ 分子量 ３６２.０８ BOD  -3, -2, -2  (0)％     

純 度＊１ ①95.6％ ②99.9％ 外 観  淡黄色固体 

間
 
接   

間

接   

間
 
接   

LC-MS   0, -1, -1  (0)％     

      

不純物＊１（物質名，含有率） 
 

① 2-プロパノール 4.4％ 

② 2-プロパノール 0.1% 

試

験

結

果
直
 
接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 
接

  

  

溶解度（対水，その他） 
 

対水 300g/L以上(目視による)

対メタノール 10g/L以上 

融 点  
46.4℃(融解ピークの
頂点の温度) 

審査部会 第 ６８ 回 
 
 １９年１０月２６日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

沸 点  173.1℃ 

１－オクタノール／水分配係数 

 

判 定  判 定  判 定  

蒸気圧   5.43×10２ Pa(25℃) 

密 度   

加水分解性 

pH4,7,9 加水分解性なし 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

 

用 途＊２ 合成樹脂、洗剤等、殺虫剤殺菌剤等、潤滑油、切削油等、
添加剤（繊維用、ゴム用、樹脂用）色素、触媒 

生産量＊２（16 年） 製造及び輸入 1,000～10,000ｔ未満 

試 料＊３ 購入先 和光純薬工業 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 99.6％ 

（汚泥＋被験物質）系 99.4％ 
 
2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 
 
3.特記事項 

・分解度の平均値が負の値に算出

されたため、0と表記した。  
・被験物質は全有機炭素計の配管

に吸着することが認められたた

め、TOCによる分解度は算出でき

なかった。 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 HPLC による。 *2 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 *3 試料を混合し、試料中の2-プロパノールをエバポレーターで留去した試料を被験物質として使用した。 
①分解度試験  ②濃縮度試験 

H3C N+

CH3

(CH2)9

(CH2)9

CH3  Cl-

CH3
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事業対象年度 平成１８年度 毒 性 試 験 

試験期間 １８．１１．２０ ～ １９． ３．１４ 

試験装置 標・揮 LC50値 0.707 mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 

水槽設定濃度 (μg/L) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤  

被験物質
2-メトキシエタノール   

第 1濃度区 5    

第 2 濃度区 0.5    

第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前 3.75％ 
終了後 5.79％ 魚種(コイ) 

 7 日後 14 日後 21 日後 24 日後 28 日後 49 日後 60 日後

水槽濃度 (μg/L) 4.43 4.44 4.37 4.36 4.74 4.56 4.45 

67 140 180 130 55 81 70 
第 

1 倍  率 
81 130 130 61 59 61 54 

水槽濃度 (μg/L) 0.469 0.479 0.464 0.411 0.476 - - 

95 47 71 52 52 - - 
第 

2 倍  率 
92 77 90 65 57 - - 

水槽濃度 (    )        

       
第 

3 倍  率 
       

審査部会 第 ６８ 回 １９年 １０月 ２６日 開催 

判定結果  

備 考 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 63倍 
 
［ばく露期間における濃縮倍率］ 第２濃度区 47～ 95倍 
 
 

［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

  試験水 第１濃度区  0.25 µg/L 
            第２濃度区  0.025µg/L 
 
 供試魚        73.3％ 供試魚        17   ng/g 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

 

 

経過 
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